
UNSCEAR2013年報告書（8/9）
公衆の被ばく線量評価 不確かさ

1.地表に沈着した短半減期放射性核種の測
定レベルと地域による空間的な分布

2.時間の経過に伴う放射性核種の放出率の
推移と放出時の気象情報

3.放射性ヨウ素の粒子径・化学形
4.食品中の放射性核種濃度の設定
5.日本人の甲状腺への放射性ヨウ素の取り
込み率

国際機関による評価

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第1章　放射線の基礎知識と健康影響

UNSCEAR2013年報告書（9/9）
直接測定との比較

二つの放射性核種の測定情報が、公衆の被ばくを評価するため
の情報源となった。
① 甲状腺、特に小児の甲状腺におけるヨウ素131（I-131）の測定値
② セシウム134（Cs-134）とセシウム137（Cs-137）の全身モニ

タリング結果

1. 国連科学委員会(UNSCEAR)が内部被ばくによる甲状腺の地区
平均吸収線量を推定した結果は、同じ対象グループの直接の
モニタリングから導き出された甲状腺の地区平均吸収線量よ
り最大で約5倍高かった。

2. 福島県において10万6,000人以上の住民を対象にしたホール
ボディカウンタ検査結果は、UNSCEARが推定したCs-134と
Cs-137の吸入と経口摂取による平均的実効線量値よりもかな
り低かった。

国際機関による評価

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第1章　放射線の基礎知識と健康影響


